










要約:少子化時代に対応した助産婦のありかたについて体系的に総括的に検討した。とく

に病院内助産婦の地域での貢献策について、地域での助産婦の母子保健活動の実態を明ら

かにするとともに、ヒューマン・リソースとしての助産婦を社会・保健・医療・福祉など

総合的立場から検討をおこない・今年度の研究結果はつぎのようであった。群馬県内の病

院・診療所等の 13 か所の助産婦を対象とした地域の母子保健活動の実態を調査したが、

退院後の訪問看護、電話相談、助産婦外来・乳房外来の実施がなされ、地域での母子保健

活動の助産婦の役割が期待された。また助産婦のありかたについて①助産婦の社会的役割

を歴史的・制度的な概観・助産婦のキャリア・バスの分析方法として S式浮沈図記録票、

②産褥期ケアを含む地域母子保健活動の実態の把握と課題、③新生児地域ケアにおける保

健所の役割④助産婦と地域の病院・診療所・母子保健センター・助産所等の連携システム、

⑤保健・福祉(心理)関係者からみた行動科学的アプローチなどの点から検討をおこなった。


